
部  の' 記  録

一
人 事 異 動

―

≪採用≫                      (事 務の部)

(教官の部)                     4.1 中井 薫二 (法。経済学部
‐事務長補佐)

41 永尾 章曹 (日 本研究 助教授)                 総合科学部用度係長より

櫻井 哲夫 (ヨ
ニロッパ研究 助手)         山口  豊 (経理係 主任)

賓森 正子 (人間行動研究 助手)                総合科学部経理係より

山下 彰一 (社会文化研究 助教授)    ≪配置換≫

山下 晋司 (比較文化研究 講m       (教 官の部).

ノ`ノ  61 層栞 層食楯奪1」畳纏研斃
手
し手)     

‐1 吉仲 正和(言

寛異重更
究 助教授)

71 早瀬 光司 (自然環境研究 助手)       4_1 生和 秀敏 (人間行動研究 助教授)

8.1 淵上 克司 (ロ シア語 講自D                  学校教育学部助教授より

41 邊見  茂 (基礎科学研究 教務補佐員)       岡本 雅典 (社会文化研究 教授)

5.1 北原 義典 (情報行動基礎研究 教務補佐            経済学部べ

員)              (事 務の部)

(事務の部)                 .   4.1 葱加 瑞一 (用度係 主任)

41 小川  京 (庶務係)                      施設部工事経理主任へ

安田 久司 (経理係)                渡橋 英明 (庶務係)

611 山下富貴子 (用 度係)                      医学部附属病院管理課用慶膠

≪昇任≫                          中道 一博 (人事係)

(教官の部)                              法・経済学部厚生補導係へ

4.1 木本 忠昭 (社会文化研究 助教授)         岡  正人 (学務第一係)

総合科学部助手より                 医学部附属病囀 庶務係ヘ

藤原 武弘 (人間行動研究 講師)          国利 辰洋 (学務第二係)

福山分校助手より                  庶務部学事係へ

‐   5.1 小川  イ屈 (ヨ ーロッパ研究 助教授)       田原 正治 (学務第二係) .
' 総合科学部講師よリ                 ェ学部人事係ヘ

石井  修 (英語 助教授)1‐            花岡 静三 (厚生補導係)

総合科学部講師より                 附属学校総務係ヘ

唐須 教光 (英語 助教授)             河野  進 (厚生補導係)

総合科学部講師より                 学生部入学主幹入学試験係べ

永見  勇 (英語 助教授)            土江 典男 (用度係 係D
総合科学部講師より                 経理部管財課管財第二係長より

西村 稚樹 (ドイツ語 助教授)          日野 暮 之 (用度係 主任)

総合科学部講師よリ                 ェ学部用度係主任より

中川 正之 (中国語 助教授)            山下 博司 (庶務係)

総合科学部講師より                 附属学校総務係より

5.15成定  薫 (基礎科学研究 講師)         上南 博史 (人事係)

大学教育センター助手より              学生部学生第一係より

8.1 間瀬  茂 (情報行動基礎研究 講自0        上宮 昭紀 (学務第二係)‐

東京工業大学理学部助手より             学生部総務係より

-24-

学





げ

ゼ

期 間 54.7.11～ 54.10.16

永見  勇  (英語 助教授)

渡航先 アメリカ合衆国

目 的 信仰・科学・未来の国際会議出席

期 間 547.10～ 54.726

嶋本 伸雄  (′1肯報行動基礎研究 助手)

渡航先  アメリカ合衆国

目 的 RNAポ リメラーゼ反応機構の研究

期 間 54.724～ 54.8.26

江日 正晃  (基礎科学研究 助教授)

渡航先 ユーゴスラブィア・フランス・スイス

目 的 日仏科学協力事業による群のス リタリ表

現セミナー出席及び Lie群の等質空間上

の調和解析についての研究討議

期 間 549.1～ 54.10.15

多井 義郎  (自 然環境研究 教授)

渡航先 ソブィエ ト連邦

目 的 日ソ研究者交流事業による新第二紀微化

石層位学の研究

期 間 54.914～ 54.11.13

前田  渡  (情報行動基礎研究 教D
渡航先 台湾

目 的 国際回路とシステム研究会議出席及びシ

ステム解析の研究

期 間 54.7.23～ 54.82
渡航先 アメリカ合衆国

目 的 グラフィック端末装置に関する研究

従来からの『 飛翔』に対する様々な批判に充分応

え得たとは,ま だいえないのですが,教職員と学生

の共同編集として,第 13号をお届け

ｱ N



えない状況になってしまいました。

結論から申し上げれば,現段階においては「 コー

ス決定問題」についての十分な事実把握が困難であ

るとい うことから,保留者及び来年次の コース決定

についての『 統一見解 』が出たのちに「飛翔」で取

り上げるという三者 (広報委員 。事務・学生)の合

意を得るにとどまったわけです。 (おそらく14号 が

その場となるで しょう。)

「 コース決定問題」が一 コース内にとどまらず総

合科学部が内包 しているであろう多 くの矛盾・困難

のひとつの象徴的なできごとであり,こ れをおざな

りにしてしまうわけにはいかない争点を形成 してい

るわけですが,こ れについては次号以下に譲るとし

て,こ の問題をめ ぐる過程でもうひとつ,今後の「

飛翔」の意義づけや編集の方向性が重要な課題 とし

て浮かびあがってきました。

「飛翔」は国費によって学部報として発行 されて

います。それ故に「飛翔」において企画として取 り

上げ,記事にしうる内容も制限されて当然であるか

のように考えられる人もおられるかと思いますが ,

それでは果して学生が,貴重な自分の生活の何分の

一かをさいて編集にたずさわることの意味はどこに

あるので しょう力ゝ 新設学部の PRのために学生が

編集に参加しているわけでないことはあたりまえで

すが,で は一体何を「飛翔」において語 り,総合科

学部について発言 していけるのでしょうか。

教 官

事務官

学 生
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